
まえがき＝自動車業界では，自動車の軽量化や安全性向
上の必要性から，部材には薄肉化とともに高剛性，耐衝
撃特性を持つ形状が求められている。このため素材であ
る鋼板には高強度とともにこれまでと同等の加工性が必
要となる。また，部材形状から足回り部材には，特に高
い伸びフランジ性が求められている1）～5）。従来の高強度鋼
板には，軟質のポリゴナル・フェライトを母相とし，硬
質のマルテンサイトを有する複合組織鋼板などが利用さ
れてきた。しかし，母相と第 2相の大きな硬度差のため，
打抜加工時にこれらの界面よりボイドが発生し∵
）





バランスと TS-El バランスを示す。このなかで，ベイニェライト単相組織のTSは高く，このためTS-λバランスTS -λバランスが低い。700～800MPa の高強度を有する組織でλ値を比較すると，Ti/C＝1.3 のベイニテイック・フェライト組織が最もλ値が高く，ついでTi/C＝0.5 の700MPa以上の組織のElについては，




